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■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観

建物名称 （仮称）尚絅学園九品寺キャンパス再開発事業階数 地上８Ｆ

建設地 熊本県熊本市九品寺２丁目６番７８号構造 RC造

用途地域 商業、近隣商業、第２種住居地域、準防火地域平均居住人員 1,110 人

気候区分 地域区分Ⅲ 年間使用時間 1,600 時間/年

建物用途  学校, 評価の段階 実施設計段階評価 外観図（パース、写真等）

竣工年 予定 評価の実施日 2010年12月15日 外観図の貼り付けは、

敷地面積 29,699 ㎡ 作成者 ㈱奥村組　長谷川 【外観図】シートへ貼り付けしてください。

建築面積 1,736 ㎡ 確認日

延床面積 9,997 ㎡ 確認者

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

1.8

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Qのスコア = 3.2
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.1 3.5 3.2

LR　環境負荷低減性 LRのスコア = 3.7
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.2 3.5 3.4

3　熊本県重点評価結果
重点事項総合評価 重点事項の評価（レーダーチャート）

87

重点事項１：温室効果ガス排出量削減の推進 重点事項２：安全安心で暮らしやすい社会の実現
98 76

重点事項３：県の地域資源の有効活用と保全 重点事項４：循環型社会の実現
80 85

CASBEE-新築（簡易版）2008年版

2013年3月

CASBEE-NCb_2008(v.3.2)

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容

を、一般的な建物（参照値）と比べたライフサイクル

CO2 排出量の目安で示したものです
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■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency （建築環境総合性能評価システム）

■Q: Quality （建築物の環境品質）、L: Load （建築物の環境負荷）、LR: Load Reduction （建築物の環境負荷低減性）、BEE: Building Environmental Efficiency （建築物の環境効率）

■「ライフサイクルCO2」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酸化炭素排出量のこと

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、Q2、LR1、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される
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【 評価結果 】《新築》
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■　建物概要 ■　外観

建物名称 （仮称）尚絅学園九品寺キャンパス再開発事業階数 地上８Ｆ

建設地 熊本県熊本市九品寺２丁目６番７８号構造 RC造

用途地域 商業、近隣商業、第２種住居地域、準防火地域平均居住人員 1,110 人

気候区分 地域区分Ⅲ 年間使用時間 1,600 時間/年

建物用途  学校, 評価の段階 実施設計段階評価 外観図（パース、写真等）

竣工年 予定 評価の実施日 2010年12月15日 外観図の貼り付けは、

敷地面積 29,699 ㎡ 作成者 ㈱奥村組　長谷川 【外観図】シートへ貼り付けしてください。

建築面積 1,736 ㎡ 確認日

延床面積 9,997 ㎡ 確認者

1　CASBEE評価結果
■　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）

1.8

2　熊本県重点評価結果
■　重点事項総合評価

【重点事項１】　温室効果ガス排出量削減の推進 97.5

【重点事項２】　安全安心で暮らしやすい社会の実現 76.2

【重点事項３】　県の地域資源の有効活用と保全 80

【重点事項４】　循環型社会の実現 84.7

87

2013年3月
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※評価点は、100点以上が推奨です。

BEE = 

【 性能表示 】《新築》
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4　設計上の配慮事項

総合

 Q1 室内環境

 Q2 サービス性能

 Q3 室外環境（敷地内）

 LR1 エネルギー

 LR2 資源・マテリアル

 LR3 敷地外環境

その他

中学校、高等学校の校舎に大学、短大の図書館を併設した施設である。１階を大学、短大図書館、２階を中学校、高等学
校図書館、３～６階を普通教室フロア、７～８階を特別教室フロアとした。大学、短大図書館は単独の出入口とし、異な
る年代の生徒が交錯しないように配慮した。普通教室フロアにはバルコニーを設け、一定間隔でグリーンカーテンを設置
できる計画としている。また、特別教室フロアにはルーバー庇を設け、夏季の直接光にはいりょしている。

【 配慮事項 】

0

施設を利用する生徒の年代の違いに応じて、生活空間を明確に分けることでそれぞれに応じた室内環境を整えることがで
きている。教室間の界壁は遮音壁とし、生徒が授業に集中できる環境を作り出している。南側に窓を大きく設けること
で、自然光による日中照度を確保している。また、普通教室には全熱交換機を設置し換気による空調負荷の低下を防止し
ている。また、共用部分には空調された教室の空気を排出し、熱源の２次的な利用を行っている。

各フロアの天井高さは１、２階で３．１ｍ、基準階で３．０ｍ確保しゆとりのある空間構成としている。また、使用する
内装建材には耐久性と清掃のしやすさを考慮した材料を用いている。外壁にもタイルを用いることで、建物のメンテナン
スに配慮している。設備の竪配管は各所に設けたＰＳに集約し、メンテナンスも容易にできるように配慮している。

敷地内にある既存緑地を積極的に利用し、新築工事で伐採する樹木と同程度の樹木を新設する計画としている。現在の豊
かな外部空間を引き継ぐ計画としている。８階建ての新校舎棟は敷地南側に計画し、近隣に与える日影の影響を最小限に
している。また、同じ敷地内にある既存校舎に外観を合わせ、一体的な景観を構成するように配慮している。

教育施設として、エコロジーを常日頃から意識できるように太陽光発電を設けている。日々の発電量を生徒に発信するこ
とで、さらなる意識の向上に寄与する計画としている。

建物躯体には再生材料を用いている。内装建材にも積極的にエコマーク商品を採用している。

敷地内の雨水は配管により敷地外に排出するが、一定間隔で浸透枡を設け周囲に配慮している。また、敷地外周部には緑
地をできる限り配置し、周辺に配慮した計画としている。

《新築》
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CASBEE-新築（簡易版）2008年版 CASBEE-新築（簡易版）2008年版

（仮称）尚絅学園九品寺キャンパス再開発事業 欄に数値またはコメントを記入 CASBEE-NCb_2008(v.3.2)

スコアシート
建物全体・共用部分 住居・宿泊部分

配慮項目 環境配慮設計の概要記入欄
評価点

重み
係数

評価点
重み
係数

全体
建物全体

Ｑ　建築物の環境品質 3.2
Q1 室内環境 0.40 3.1

1 音環境 3.3 0.15 - - 3.3
1.1 騒音 3.0 0.40 - -

1 暗騒音レベル 3.0 1.00 3.0 -
2 設備騒音対策 - - - -

1.2 遮音 3.8 0.40 - -
1 開口部遮音性能 5.0 0.30 3.0 -
2 界壁遮音性能 5.0 0.30 3.0 -
3 界床遮音性能（軽量衝撃源） 1.0 0.20 3.0 -
4 界床遮音性能（重量衝撃源） 3.0 0.20 3.0 -

1.3 吸音 3.0 0.20 3.0 -
2 温熱環境 2.6 0.35 - - 2.6

2.1 室温制御 3.0 0.50 - -
1 室温設定 3.0 0.60 3.0 -
2 負荷変動・追従制御性 - - - -
3 外皮性能 3.0 0.40 3.0 -
4 ゾーン別制御性 3.0 - 3.0 -
5 温度・湿度制御 - - - -
6 個別制御 - - - -
7 時間外空調に対する配慮 - - - -
8 監視システム - - - -

2.2 湿度制御 1.0 0.20 3.0 -
2.3 空調方式 3.0 0.30 3.0 -

3 光・視環境 3.3 0.25 - - 3.3
3.1 昼光利用 4.2 0.30 - -

1 昼光率 5.0 0.60 3.0 -
2 方位別開口 3.0 - 3.0 -
3 昼光利用設備 3.0 0.40 4.0 -

3.2 グレア対策 3.0 0.30 - -
1 照明器具のグレア - - - -
2 昼光制御 3.0 1.00 4.0 -

3.3 照度 3.0 0.15 - -
1 照度 3.0 1.00 3.0 -
2 照度均斉度 - - - -

3.4 照明制御 3.0 0.25 3.0 -
4 空気質環境 3.5 0.25 - - 3.5

4.1 発生源対策 4.0 0.50 - -
1 化学汚染物質 4.0 1.00 3.0 -
2 アスベスト対策 - - - -
3 ダニ・カビ等 - - - -
4 レジオネラ対策 - - - -

4.2 換気 3.0 0.30 - -
1 換気量 3.0 0.33 3.0 -
2 自然換気性能 3.0 0.33 3.0 -
3 取り入れ外気への配慮 3.0 0.33 3.0 -
4 給気計画 - - - -

4.3 運用管理 3.0 0.20 - -
1 CO2の監視 3.0 0.50 - -
2 喫煙の制御 3.0 0.50 - -

Q2 サービス性能 － 0.30 - - 3.5
1 機能性 4.0 0.40 - - 4.0

1.1 機能性・使いやすさ 4.0 0.40 - -
1 広さ・収納性 3.0 - 3.0 -
2 高度情報通信設備対応 3.0 - 3.0 -
3 バリアフリー計画 4.0 1.00 3.0 -

1.2 心理性・快適性 4.0 0.30 - -
1 広さ感・景観 3.0 0.50 3.0 -
2 リフレッシュスペース 3.0 - 3.0 -
3 内装計画 5.0 0.50 3.0 -

1.3 維持管理 4.0 0.30 - -
1 4.0 0.50 - -
2 維持管理用機能の確保 4.0 0.50 - -

2 耐用性・信頼性 3.0 0.31 - - 3.0
2.1 耐震･免震 3.0 0.48 - -

1 耐震性 3.0 0.80 - -
2 免震・制振性能 3.0 0.20 - -

2.2 部品・部材の耐用年数 3.0 0.33 - -
1 躯体材料の耐用年数 3.0 0.23 - -
2 外壁仕上げ材の補修必要間隔 3.0 0.23 - -
3 3.0 0.09 - -
4 空調換気ダクトの更新必要間隔 3.0 0.08 - -
5 3.0 0.15 - -
6 主要設備機器の更新必要間隔 3.0 0.23 - -

維持管理に配慮した設計

主要内装仕上げ材の更新必要間隔

空調・給排水配管の更新必要間隔

■使用評価マニュアル：

■評価ソフト：

実施設計段階
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2.3 適切な更新 - - - -
2.4 信頼性 3.4 0.19 - -

1 空調・換気設備 3.0 0.20 - -
2 給排水・衛生設備 5.0 0.20 - -
3 電気設備 3.0 0.20 - -
4 機械・配管支持方法 3.0 0.20 - -
5 通信・情報設備 3.0 0.20 - -

3 対応性・更新性 3.3 0.29 - - 3.3
3.1 空間のゆとり 4.2 0.31 - -

1 階高のゆとり 5.0 0.60 3.0 -
2 空間の形状・自由さ 3.0 0.40 3.0 -

3.2 荷重のゆとり 3.0 0.31 3.0 -
3.3 設備の更新性 3.0 0.38 - -

1 空調配管の更新性 3.0 0.17 - -
2 給排水管の更新性 3.0 0.17 - -
3 電気配線の更新性 3.0 0.11 - -
4 通信配線の更新性 3.0 0.11 - -
5 設備機器の更新性 3.0 0.22 - -
6 バックアップスペース 3.0 0.22 - -

Q3 室外環境（敷地内） － 0.30 - - 3.2
1 生物環境の保全と創出 2.0 0.30 - - 2.0

2 まちなみ・景観への配慮 4.0 0.40 - - 4.0
3 地域性・アメニティへの配慮 3.5 0.30 - - 3.5

3.1 地域性への配慮、快適性の向上 3.0 0.50 - -
3.2 敷地内温熱環境の向上 4.0 0.50 - -

LR　建築物の環境負荷低減性 － - - - 3.7
LR1 エネルギー － 0.40 - - 4.2

1 建物の熱負荷抑制 5.0 0.30 - - 5.0
2 自然エネルギー利用 3.0 0.20 - - 3.0

2.1 自然エネルギーの直接利用 3.0 0.50 - -
2.2 自然エネルギーの変換利用 3.0 0.50 - -

3 設備システムの高効率化 ERR=28.2 5.0 0.30 - - 5.0
4 効率的運用 3.0 0.20 - - 3.0

4.1 モニタリング 3.0 0.50 - -
4.2 運用管理体制 3.0 0.50 - -

LR2 資源・マテリアル － 0.30 - - 3.5
1 水資源保護 3.4 0.15 - - 3.4

1.1 節水 4.0 0.40 - -
1.2 雨水利用・雑排水再利用 3.0 0.60 - -

1 雨水利用システム導入の有無 3.0 0.67 - -
2 雑排水再利システム導入の有無 3.0 0.33 - -

2 非再生性資源の使用量削減 3.8 0.63 - - 3.8
2.1 材料使用量の削減 3.0 0.07 - -
2.2 既存建築躯体等の継続使用 3.0 0.24 - -
2.3 躯体材料におけるリサイクル材の使用 4.0 0.20 - -
2.4 4.0 0.20 - -
2.5 持続可能な森林から産出された木材 2.0 0.05 - -
2.6 部材の再利用可能性向上への取組み 5.0 0.24 - -

3 汚染物質含有材料の使用回避 3.0 0.22 - - 3.0
3.1 有害物質を含まない材料の使用 3.0 0.32 - -
3.2 フロン・ハロンの回避 3.0 0.68 - -

1 消火剤 3.0 0.33 - -
2 断熱材 3.0 0.33 - -
3 冷媒 3.0 0.33 - -

LR3 敷地外環境 － 0.30 - - 3.4
1 地球温暖化への配慮 4.9 0.33 - - 4.9
2 地域環境への配慮 2.3 0.33 - - 2.3

2.1 大気汚染防止 3.0 0.25 - -
2.2 温熱環境悪化の改善 2.0 0.50 - -
2.3 地域インフラへの負荷抑制 2.5 0.25 - -

1 雨水排水負荷低減 3.0 0.25 - -
2 汚水処理負荷抑制 3.0 0.25 - -
3 交通負荷抑制 3.0 0.25 - -
4 廃棄物処理負荷抑制 1.0 0.25 - -

3 周辺環境への配慮 3.0 0.33 - - 3.0
3.1 騒音・振動・悪臭の防止 3.0 0.40 - -

1 騒音 3.0 0.33 - -
2 振動 3.0 0.33 - -
3 悪臭 3.0 0.33 - -

3.2 風害、日照阻害の抑制 3.0 0.40 - -
1 風害の抑制 3.0 0.70 - -
2 日照阻害の抑制 3.0 0.30 - -

3.3 光害の抑制 3.0 0.20 - -
1 3.0 0.70 - -
2 3.0 0.30 - -

非構造材料におけるリサイクル材の使用

配筋に電炉鉄筋を使用

屋外照明及び屋内照明のうち外に漏れる光への対策

砕石には再生砕石を使用　床塩ビシートはエコマーク商品を使用

昼光の建物外壁による反射光（グレア）への対策
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813b6120-c229-4421-883f-090bcf7ed240.xls スコア（重点項目）

熊本県重点評価結果スコアシート

（仮称）尚絅学園九品寺キャンパス再開発事業

■評価ソフト： CASBEE-NCb_2008(v3.2)_kmt2010(v1.0) ■使用評価マニュアル： CASBEE-熊本《新築》2010年版

★熊本県重点評価結果 総合評価点 87.2

重点事項

重点項目（配慮項目） スコア
重み
係数

① 温室効果ガス排出量削減の推進

Q1-2.1.3 外皮性能 3.0 0.05

Q1-3.1.3 昼光利用設備 3.0 0.05

Q1-3.2.2 昼光制御 3.0 0.05

LR1‐1 建物の熱負荷抑制 5.0 0.15

LR1‐2 自然エネルギー利用 3.0 0.20

LR1‐3 設備システムの高効率化 5.0 0.30

LR2-2.1 材料使用量の削減 3.0 0.10

LR3‐2.3.3 交通負荷抑制 3.0 0.10

② 安全安心で暮らしやすい社会の実現

Q2-1.1.3 バリアフリー計画 4.0 0.25

Q2-2.1.1 耐震性 3.0 0.25

Q3-1 生物環境の保全と創出 2.0 0.15

Q3-3 地域性・アメニティへの配慮 3.5 0.20

LR3-2.2 温熱環境悪化の改善 2.0 0.15

③ 県の地域資源の有効活用と保全

Q3-2 まちなみ・景観への配慮 4.0 0.20

LR2-1.1 節水 4.0 0.30

LR2-1.2.1 雨水利用システム導入 3.0 0.20

LR2-2.5 持続可能な森林から産出された木材 2.0 0.30

④ 循環型社会の実現

Q2-2.2 部品・部材の耐用年数 3.0 0.30

Q2-3 対応性・更新性 3.3 0.30

LR2-2.2 既存建築躯体等の継続使用 3.0 0.10

LR2-2.3 躯体材料におけるリサイクル材の使用 4.0 0.15

LR2-2.4 非構造材料におけるリサイクル材の使用 4.0 0.15

39.00

76.2

建物名称

84.7

80

15.240.20

重点事項
重み係数

97.5 0.40

実施設計段階

評価点 評価配点

■評価点算出式
　　評価点は、以下の方法により算出しています。
　◆総合評価結果
　　　　総合評価点　＝　（各重点事項の評価点×各重点事項の重み係数）の総和
　　　　　　　　　　　　　　※重み係数の総和は、「１」であること。
　◆各重点事項（①～④の項目）
　　　　評価点　＝　（各重点項目のスコア×各重点項目の重み係数）の総和×(5/4)×20
　　　　　　　　　　　　　　※重み係数の総和は、「１」であること。
　　　　　　　　　　　　　　※（5/4）×20 ： スコア4点を評価点100点に変換するスケーリング定数

0.20 16.94

0.20 16.00
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